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水廻りの工事・修理・リフォーム承ります
●水道修理、排水詰り、流し台、洗面ユニット、水洗便器交換、ユニットバス、
　浴槽入替工事、石油ガス給湯器修理交換、シャワー水栓交換、ポンプの修理交換、
　浄化槽工事、プロパンガス・灯油販売、上記以外の工事も承ります

      《水道工事指定店》　《下水道工事指定店》

㈱マルショウ田母神
本社　田村市船引町東部台四丁目 283
　　　TEL0247-82-5711  FAX0247-82-5712
支社　郡山市富久山町福原字釜沼 7-1
　　　TEL024-944-2371  FAX024-944-0708

フリーダイヤル
0120-194-090

医療法人　佑和会

雷クリニック
理事長　医学博士　雷 毅 医学博士　齋藤 広信
一般内科診療、消化器・肝臓病診療、胃カメラ、
大腸カメラ、日帰り胃・大腸ポリープ切除術、
訪問診療、一般健康診断、ドックなどを行って
います。

TEL  0247-62-6333
三春駅前：三春町担橋 2-1-2
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ーー検定を受けたきっかけは？
松崎さん　準 2級で不合格になったときに、不合格のまま
終わるのは嫌だと思い再挑戦し、合格することができたの
で、その勢いで 2級も受験しました。思いがけず一度で合
格することができ、うれしかったです。
鈴木さん・石井さん　高校卒業後は大学に進学したいと考
えていたため、英語検定の成果が役に立つのではないかと
思いました。一生懸命勉強したことを証明してくれるもの
の一つだと思います。
ーー試験に向けて対策したことは？
松崎さん　とにかく、暇があれば単語を覚えました。語い
力がついてくると、細かい文法がわからなくても大体こんなことが書いてある、というように内容を
推測することができるようになりました。
ーー今後はどんなことに挑戦したいですか？
鈴木さん　大学で数学を学びたいと思っています。そのための準備として、数学検定（3月受験予定
が 4月に延期）にも積極的に挑戦したいです。
石井さん　地域貢献活動をしたいと思い船引高校に入学したので、今年度は学校の中心となって地域
のために活動したいと思います。
松崎さん　国語の教師になるために大学進学を目指しています。受験について不安なこともあります
が、まずは本気で勉強をしたいと思います。私が本気で勉強する姿が後輩の参考になればうれしいで
す。（3人は生徒会で一緒に活動中）

第 33 回
松崎恵汰さん、石井優希さん、鈴木紬さん

　4月 8日、令和 2年度入学式が行われ、普通科 97 名
が入学しました。
　入学式では、新入生を代表し、國分結里愛さん（船引
南中出身）が「これからの新しい出会いを大切にし、互
いに支え合い、励まし合って夢や目標を実現し、社会
に貢献できる人間になれるように日々努力していきま
す。」と誓いの言葉を述べました。
　新型コロナウイルス感染症の影響が心配される中、新
入生は大きな希望を胸に、元気に高校生活をスタートさ
せました。

♦入学おめでとう

英語検定に合格！

　本校では、各種検定・資格の取得を奨励しており、多くの生徒が積極的に挑戦しています。
　2月に行われた実用英語技能検定では、2級 1名、準 2級 8名（過去 10 年で最大数）が見事に合
格を勝ち取りました。また、平成 30 年度から検定試験の受験にあたり、本校教育振興協議会（会長
は田村市長）より検定料の一部をご支援いただいています。
　今回は、実用英語技能検定 2級に合格した松崎恵汰さん（当時 2年　移中出身）、準２級に合格し
た石井優希さん（当時 1年　大越中出身）、鈴木紬さん（当時 1年　船引中出身）に話を聞きました。

▲左から松崎さん、鈴木さん、石井さん
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。
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膨
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。
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。
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し
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。

　
夕
方
の
冷
気
、
あ
る
い
は
夏
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太
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の
暖
か
さ
を
身
に
ま
と
い
、

常
に
彼
女
は
古
く
も
あ
り
、
新
し

く
も
あ
り
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し
て
す
べ
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を
知

り
得
る
こ
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で
き
な
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す
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見
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が
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例
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目
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あ
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初
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し
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。

　
柔
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入
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の
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れ
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く
こ
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あ
り
ま
す
。
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入
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ら
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感
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、
魔
法
に
か
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た
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い
、
胸
を
高
鳴
ら
せ
ま
す
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じ
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と
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を
す
ま
せ
ば
、
い
つ
も
心
の
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で

彼
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の
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を
聴
く
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と
が
で
き
、

永
遠
に
記
憶
に
残
る
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在
と
な
り
ま

す
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の
美
し
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は
、
同
時
に
自
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の
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大
さ
も
感
じ
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て
く
れ
ま

Catherine Lewis
キャサリン・ルイスさん

（アメリカ合衆国
オハイオ州出身）

田村市に来て 2 年目

す
。

　
太
陽
が
昇
り
、
真
昼
の
太
陽
の
中

で
鮮
や
か
に
輝
く
一
方
、
陽
の
光
の

中
で
あ
っ
て
も
、
彼
女
の
影
の
部
分

は
冷
た
く
、
夕
べ
か
ら
夜
へ
と
変
わ

る
時
、
彼
女
は
深
紅
か
ら
紫
に
、
オ

レ
ン
ジ
か
ら
グ
レ
ー
に
、
黄
色
は
漆

黒
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
彼
女
は
自
然
界
で
最
大
で
最
高
の

存
在
で
す
。
私
は
、
そ
ん
な
彼
女
の

永
遠
の
恵
み
を
保
つ
た
め
、
見
守
り

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

（
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中
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」
は
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ラ
ン

ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
）
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